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公益財団法人 地域創造基金さなぶり 

 

2021 年度・事業計画書 
 

1. 基本方針 

A) 東日本大震災の発災から 10 年を経過した初年度として、また新型コロナウイルスの影

響が強く地域に覆うことが予見されるなかで、地域の担い手が力を発揮し続けられる資

金等への支援を行うと同時に、担い手育成等が図られる事業の実施を通じて、地域に貢

献をはかっていくための資金調達、並びに各種支援事業を実施する。 

B) 2020 年～2025 年を見据えた運営体制の構築を図るための検討を具体化させ、資金支援

と共に、特定地域の課題解決が地域の復興や活性化につながるとの考えから、対象範囲

はせばめた事業を複数展開し、特性に即した連携や協働を下支えする案件形成等の事業

を実施する。 

 

2. 事業計画 

A) 資金調達活動 

① 個人の寄付者開拓 

 遺贈寄付の推進にかかるイベント等の開催、関心を高める取り組みの実施 

 潜在寄付者の開拓・拡大（相続・遺贈、一般寄付の拡充） 

② 法人の寄付者開拓 

 冠寄付・寄付事業の企画・提案 

 金融機関や関係機関との連携・展開 

 在京の助成機関との連携 

③ 【継続】関係機関との連携 

 河北新報社：子どものたより場事業を通じた寄付集め等の事業 

 岩手県・福島県における関係先との連携事業 

 

B) 資金助成事業 

① 【継続】子どものたより場＋福島こども食堂ネットワーク 

 宮城県・河北新報社、福島県・福島民友新聞社との連携で、課題の見える化と

寄付を募る事業を実施 

 

② 【継続】東松島まちづくり助成金 

 東松島市での市民活動組織・コミュニティ組織への資金助成と、小規模多機能

自治と地域課題の見える化を図る事業を実施 

 

③ 【継続】休眠預金：新型コロナウイルス対応緊急支援助成 

 休眠預金を活用した資金支援と団体支援事業 

 

④ 【継続】新型コロナウイルス対策事業 

 47 コロナ基金の実施、東北各県を中心として資金調達と資金支援を実施。 
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⑤ 【継続】新規事業 

 災害復興支援に資する取組みを、公募により支援対象組織を選定し、選定され

た支援対象組織に対して一般からの寄付を募集する。 

 

C) 企画・調査・研修事業 

① 自然災害の発災と復興にかかる資金支援等 

 

D) 広報活動 

① ウェブによる定期的な情報発信と改訂 

 

3. 事務局体制 

A) 職員の研修 

① 各種研修への参加を通じて、情報の収集、技能の向上に努める。 

以上 


